
ドイツでは珍しく大きな窓をもったパッシブソーラー住宅

北面につくられた風除室

窓枠はウレタンで断熱性はとても高い。



賃貸連棟住宅の二つの棟の住人が資金を出しあって、二棟の間にガラ
ス張の温室（アトリウム）をつくった例。費用は11万マルク（約
800万円）かかった。日射を受けて心地よく暖かいその温室内には、
サボテンなどの観用植物がところ狭しとおいてあり、子供達の冬の遊
び場になり、また、子供達のお祝いの場にもなっているという。

同じ団地内の建物。南面の緑のカーテン。冬は枯
れて陽を取り込むが、枯れた姿が汚い。

モルタルやレンガ壁の建物が多いなかで、軽快に
鋼板製の外壁をもつ感じのよい建物。


